
福井市都市交通戦略福井市都市交通戦略
これまでの策定経緯と今年度の概要これまでの策定経緯と今年度の概要

福 井 市



１．これまでの検討経過等



・福井駅西口駅前広場への延伸ルートについて

①南北幹線軸としてのＬＲＴの整備
●南北方向の公共交通幹線軸の強化（ＬＲＴ化）

・三国芦原線・福武線の相互乗入による高頻度運行
・福井駅西口駅前広場への路面軌道延伸

●市街地の南北幹線軸沿線：
・住宅、病院、学校、公共施設、商業業務施設、企業が立地
・先導的に公共交通の利便性を高めることで、潜在需要を掘り
起こし、沿線地域の活性化を図る

【先導施策】

Ｈ19年度合意事項

Ｈ20年度検討事項



②東西幹線軸となる幹線バス路線の整備
●東西幹線軸のサービス水準の目標

・東郷・美山方面、清水・越廼方面で
は、複数のバス路線があり、幹線が
明確になっていない。

・拠点設定には、幹線の明確化が必要

●幹線の明確化

【東西幹線軸】

・農山漁村地域では、交通需要が少な
く、運行頻度は低い

・幹線の最低水準として、１本/時程
度の運行頻度を確保

●幹線としての頻度の確保

■主要な想定路線のみのサービス水準

・地域別に設定した地域特性、交通の将来像を踏まえ、現況のサービス水準からピーク時、オフピーク時毎に設定

・運行本数は、主要な想定路線の本数にバス路線の本数を加算
（市街地では、中心市街地に向かってバス路線が集中し、運行本数が増加）

オフピーク時(ピーク時)
<オフピーク時(ピーク時)>

上段：目標値
下段：現況値

6 (15)
< 6 (15) >

1 (2)
<0～1 (2)>

1～3 (4)
<1～3 (4)>

2 (4)
< 2 (4) >

2 (5)
< 2 (5) >

3 (7)
< 3 (7) >

2 (4)
< 2 (4) >



③交通結節の強化

地域拠点、乗継拠点の選定、具体化地域拠点、乗継拠点の選定、具体化

■公共交通の目標像

■公共交通の目標像

既存ストックを活かした福井型公共交通ネットワーク既存ストックを活かした福井型公共交通ネットワーク

①６方向の公共交通幹線軸の強化
②軸と地域を結ぶ拠点の形成
③地域特性にふさわしい交通サービスの確保

駐輪場

小規模で多
機能な施設

■「地域拠点」における
交通結節のイメージ

（人口集積が比較的小さい場合）

■公共交通ネットワーク
（幹線軸）と地域を結ぶ
幹線軸と地域拠点

■地域拠点とは

■地域拠点：生活サービスと交通需要の創出

地域拠点は、公共交通幹線軸の駅や主要なバス停があり、

地域の生活交通との乗換機能と、行政窓口、商業、医療、福

祉など地域の生活サービスの向上を図る機能を併せ持つ拠点

■乗継拠点：移動のシームレス化

乗継拠点は、公共交通の利便性を高める機能であるパーク

アンドライド駐車場や、サイクルアンドライド駐輪場を設けるとと

もに、ここを発着するフィーダーバスなどの発着用の交通広場

も必要に応じて確保します。



④電車・バスのＩＣＴ化

●ＬＲＴの機能を高め、スムーズな移動や乗り継ぎを強化するための施策



⑤モビリティ・マネジメントの推進

●ＬＲＴ化による利用者増加、地域活性化の効果をより高めるための施策



【駅前地区における時間貸駐車場の現状】

⑥駐車マネジメントの推進
●車と公共交通、歩行者の共存を図り、多様な交通アクセスを確保した総合交通結節機能を
備えた駅前地区の形成に向けた施策

■駅前地区における駐車施設、利用実態の現状



２．福井駅西口駅前広場への延伸について

■福井駅西口駅前広場への延伸ルートの検討（ＬＲＴ専門部会において検討）

●ＬＲＴ専門部会の協議経過

・Ａ案、Ｂ案に関する委員意見のまとめ平成20年12月22日（月）第３回

・Ａ案、Ｂ案に関する委員意見交換平成20年11月 7日（金）第２回

・Ａ案(既存軌道延伸)、Ｂ案(中央大通り移設延伸)に関する委員意見の交換平成20年10月14日（金）第１回

検 討 内 容日 程

・交通シミュレーションの実施（大名町交差点～西口駅前広場）
⇒延伸ルートＡＢ案の比較検討を目的とした周辺交通への影響を検証

■シミュレーションの対象範囲



【案の概要】 Ａ案：既存軌道延伸

Ｒ＝50ｍ

延伸区間延長：約150ｍ
単線区間延長：約250ｍ



※中央通りに軌道部を移設した場合の想定図

※軌道部を全て車道とした場合の想定図

【案の概要】 Ｂ案：中央大通り移設延伸

Ｒ＝25ｍ

※Ｃ案：コンコース
上に電停を配置

延伸区間延長：約600ｍ

単線区間延長：約260ｍ


